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「知の共創」と「地域産学官共創」を目指す
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阪奈機器共用ネットワーク
特徴と構想

• それぞれ特徴的で強みある分析機器・測定技術を持つ
（市大）国内随一のESR群、（奈良高専）50nm空間分解能でのSEM元素分析、XPS-UPS
（阪大）バラエティ豊かな固体用NMR、X線回折装置群，SIMS、質量分析装置群など

• バラエティ豊かな先端機器・先端測定サービス、大きなスケールメリット
合計 60機器（13の研究室の先端測定サービス）、教職数 合計約9000名、学生数 合計約33000名

• 大阪・奈良を網羅する好適な位置関係

• 地域の公設研究機関や地元経済団体との連携

• オープンなコンソーシアム形式での地域機器共用・密接な共同運営・外部利用の促進

• 分析機器メーカーとIT技術活用・高度分析での密接な協働

大阪大・大阪市立大・奈良高専

⇨ 強みの機器を活かし合い、相互利用・補完することで3機関の研究力向上・研究効率化

⇨ 大学・企業にも利用開放することで地域の研究開発力強化・効率化、
日常的な産学官連携を促進

⇨ スケールメリットを活かした共同人材育成・共同教育研究支援が可能となる

実施内容

1.阪奈機器共用コンソーシアムの設立
大都市圏では例がない、国立大・公立大・高専の密接かつ実効的な機器共用連携
将来的には、地域の大学・民間企業へも拡大

2.統一Webサイト・統一窓口設置、共同対応による

最適振り分け 将来構想実現のため実効的・継続可能な

運営体制の構築。公設試との役割分担

3.研究室先端測定サービス・名誉教授による

高度解析サービス 大学・高専が持つ高度な知識・技術に

手軽にアクセス、日常的な産官学連携の手立てに

4.スケールメリットを活かした共同人材育成・

教育研究支援 eラーニング教材の開発、相互融通・相互利用

5.強みある機器の更なる汎用化・高機能化
更に利用し易く、より高度な分析を実施

6.リモート測定を活用した高度分析の実現・効率化テスト
更に高度な分析を、遠隔地にある先端機器をリモート測定で実現

⇨ 将来的に、関西における
「アカデミック分析ソリューションの基幹」
「機器利用による日常的な産官学連携の基幹」となることを目指す
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特徴的な機器・強みを有する阪奈3機関

・H29年機器分析センター・H29年理学研究科 • H29年 化学スペクトロスコピーソリューション
• H29年 ナノ構造量子解析ソリューション
• H29年 ライフ・バイオソリューション

人工光合成研究センター

先端研究基盤共用促進事業にH29年度に3機関とも採択（同期生）＝＞学内組織化済み

・H30年 工学研究科

•世界に誇るESR装置群

•XPS / UPS

•バラエティ豊かなNMRやMS

•少数精鋭の高性能機器
FT-ICR-MS Imaging MALDIなど（人工光合成センター）

•FE-SEM with Dual-EDS
50 nm以下で元素マッピング

•クライオ電顕・超解像顕微鏡

（物質創成工学専攻）
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大阪大学＋大阪市大＋奈良高専 全63機器 民間企業や他大学も利用可能（学外利用）

最初は、既に学外利用に対応している機器＋学外利用対応開始する機器でスタート。今後拡充していく。
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連携・ネットワーク化による大きなスケールメリット

機関 学生数 教員数

合計 32561 8991

奈良高専 1072 122

大阪市大 8185 2215

大阪大 23304 6654

小中規模の学校にとって、大規模大学のメリットを享受できる

• 特徴ある63機器

• 教職数 合計約9000名、学生数 合計約33000名

• 阪奈地区を網羅
→ 阪奈地区の私立大学・民間企業をカバー

大阪市立大



1. 各研究・教育機関の持つ特徴ある設備・機器だけでなく、得意分野や
高度支援人材を相互に活かし合い、先端研究・教育活動を相互に支援
し促進できる （強みを活かした相互研究支援・研究力強化）

2. 学生教育や研究支援人材育成を連携して実施 （共同人材育成）

3. 各研究・教育機関の学生・研究者同士の人的交流を促進し、交流を通
して新しい研究（知）の創出を促進する （知の協奏と共創を促進）

4. 日常的な機器分析を介した産官学連携のハブとしての機能や大学の知
に手軽にアクセスできる仕掛け作り。将来的には関西圏の地域研究力
（アカデミック・産業）を強化させる機器共用・研究支援の核となる
ことを目指す （関西の地域研究力の強化に貢献）

5. 機器の利用件数を増やし、資産（機器）の有効活用を更に推進する
（自立に向けた利用件数・収益増）

連携・ネットワーク化による大きなスケールメリット

• 特徴ある63機器

• 教職数 合計約9000名、学生数 合計約33000名

• 阪奈地区を網羅 大阪市立大
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地元企業
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技術研究所

近畿・中国

地区の高専

大阪科学技術センター

阪奈機器共用ネットワーク
特徴と構想
1. それぞれ特徴的で強みある分析機器・測定技術を持つ

（市大）国内随一のESR群、（奈良高専）50nm空間分解能でのSEM元素分析、XPS-UPS
（阪大）バラエティ豊かな固体用NMR、X線回折装置群，SIMS、質量分析装置群など

2. バラエティ豊かな先端機器・先端測定サービス、大きなスケールメリット
合計 63機器（13の研究室の先端測定サービス）、教職数 合計約9000名、学生数 合計約33000名

3. 大阪・奈良を網羅する好適な位置関係

4. 地域の公設研究機関や地元経済団体との連携

5. オープンなコンソーシアム形式での地域機器共用・密接な
共同運営・外部利用の促進

6. 分析機器メーカーなどとIT技術活用・高度分析での密接な協働
JEOLハイエンドNMR群の遠隔利用、東レリサーチ/ブルカーESR遠隔利用とモニター

クライオプローブ付き
ハイエンドNMR

CH特化 多核

800 MHz 600 MHz
JNM-ECZ800R JNM-ECZ600R

JEOL

大阪市立大
奈良県産業振興
総合センター

株式会社

東レリサーチ
センター



奈良県
産業振興総合センター

相互紹介・利用

大阪
産業技術研究所

大阪の
経済団体

広報

Cloud型顧客対応グループウエア活用

クライオプローブ付き
ハイエンドNMR

800 MHz 600 MHz

日本電子株式会社（東京）

NMRリモート
測定実験

大阪市立大

相互利用

奈良高専

相互利用
先端

光・物質
測定サービス

研究室から
13サービス

講習会・セミナーの相互開放

eラーニング教材開発相互融通

技術支援人材の共同育成（合
同講習会など）

学生アシスタントの活用

共同対応・最適振り分け・相互融通
共通の取組

ESRリモート
測定実験

相互紹介・利用

大阪科学
技術センター

計63機器
（うち13研究室先端測定サービス）

広報・紹介

国内随一のESR群
XPS/UPS

SEM-EDS（50 nm分解能）

固体NMR
X線回折・質量分析など
バラエティの豊富さ

民間企業 地域大学 研究機関

民間企業

統一機器一覧サイト
統一窓口

会員企業 地場企業

（協力内容等検討中）

取次

研究室のルーチン測定を
先端測定サービス
として学内外に提供

大阪大

東レリサーチ

センター

(TRC)

滋賀県大津市

阪奈機器共用ネットワーク
大阪市立大

奈良県産業振興
総合センター

株式会社

東レリサーチ
センター



サービス名 機関 対応部局 研究室 担当教員

1 フェムト秒過渡吸収測定サービス 大阪大学 基礎工 宮坂研 宮坂教授

2 ピコ秒蛍光寿命測定サービス 大阪大学 基礎工 宮坂研 宮坂教授

3 顕微分光サービス 大阪大学 基礎工 宮坂研 伊都准教授

4 超高感度ラマン分光測定サービス（液体） 大阪大学 理 水谷研 水谷教授

5
OPOパルスレーザー時間分解分光測定サービス（ms-ns蛍光・吸

収）
大阪大学 工 荻・中野研 押鐘助教

6 SEM同時観察マルチターン飛行時間型高分解能SIMS 大阪大学 理 寺田研 河井助教

7 W/Q/XバンドESR測定サービス 大阪市大 理 佐藤研 佐藤教授

8 W/Q/Xバンド光励起時間分解ESR測定サービス 大阪市大 理 佐藤研 佐藤教授

9 高強度フェムト秒レーザー照射サービス 大阪市大 理 八ッ橋研 八ッ橋教授

10 高強度フェムト秒レーザーイオン化質量分析サービス 大阪市大 理 八ッ橋研 八ッ橋教授

11 顕微蛍光イメージング測定サービス 大阪市大 理 細川研 細川教授

12
XPS-UPS同時測定サービス（表面組成・結合状態と、仕事関数・イオ

ン化ポテンシャル・価電子帯状態を同時測定）
奈良高専 物質工学専攻 山田研 山田准教授

13
In-situ光照射SPM表面観察サービス（光照射しながらSPM測
定）

奈良高専 物質工学専攻 山田研 山田准教授

• 研究室にとってはルーチン的な測定も、学外や学内の非専門家から見ると十分に先端測定・先端分析。
• このような研究室にとってはルーチン的な「測定サービス」を学外・学内に開放してもらい、数万円/時間

といった相応の料金で提供する（相応の意志のあるクライアントだけを相手にする）。

大学の持つ経験や先端技術に、手軽にアクセスできる手段として、共同研究に入る前の試行として
日常的な産官学連携のルートとして
研究室にとっては、共同研究の芽として、手軽な産学連携の手段、雑収入増加の手段として

先端光・物質測定サービス
大学・高専の研究室がもつ“先端測定”を“測定サービス”として相応の対価で学内外へ提供
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各大学の分析室では手に負え
ない案件をJEOLにサンプルを

送り遠隔測定

日々の研究のための測定・分析

JEOL
ハイエンドNMR

サンプル
郵送

サンプル
郵送

紹介 /遠隔測定

奈良高専大阪市立大学 大阪大学

相互利用 相互利用

奈良高専
の研究者

大阪市立大学
の研究者

大阪大学
の研究者

阪奈機器共用コンソーシアム

民間
企業

研究
機関

大阪市立大
NMR利用申込

阪大の
NMR利用申込

各大学のNMR分析担当者

JEOLハイエンドNMRとの連携・遠隔測定実験

クライオプローブ付き
ハイエンドNMR

CH特化 多核

800 MHz 600 MHz
JNM-ECZ800R JNM-ECZ600R

• 共用ネットワークを活用した、目利き
（NMR機器担当者）による特殊サンプル
の紹介・吸上げモデルの実証

• サンプル輸送・課金モデルなど共同検討
• 13C Inadequate測定や、SI, P, N 多核測

定などのハイエンドNMRのメリット共同
実証

「かかりつけ医⇔中核病院医療機能分担」のように
NMR測定機能を分担し、その最上位として

JEOLハイエンドNMR装置を活用する



大阪市立大

ESR機器群

研究
機関

民間
企業

民間
企業

民間
企業

研究
機関

大学

民間
企業

統合測定モニター環境の整備
遠隔測定モニターシステム整備
講習会開催・マニュアル作成サポート

企業・研究機関・大学
等から多様な試料の
測定依頼受付

（ESR機器メーカー）

ESRリモート測定環境の整備とその活用実証実験
（若手ESR測定技術者の育成・養成）

リモートで
測定モニター
条件指示・指導

（民間分析会社）

TRCにて
対応困難
サンプル
を送付

学生AO

学生

これらの測定
経験を通して
若手ESR測定
技 術 者 の
育成・養成

リサーチ
センター

(TRC)

滋賀県大津市

多様な
測定依頼

ESR専門家
（キャンパス外）

大阪市大と機密保守
契約締結済み

大阪市立大



学外対応の諸課題解決（奈良高専）
• 超高真空装置利用のための試料スクリーニング・前処理最適化
• 測定画面リモート共有による委託分析の高度化



阪奈機器共用ネットワーク（まとめ）
大阪大学・大阪市大・奈良高専

参画機関：大阪産業技術研究所，奈良県産業振興総合センター，大阪科学技術センター
東レリサーチセンター，日本電子，ブルカージャパン

1. ３つの機関が１つの連携組織として動く
統一Webサイト・統一窓口・共同対応

2. ３機関の目利きが，最適な機器や分析サービス，対応機関を紹介
63機器，13の研究室測定サービス
必要に応じて，公設研究機関などへも紹介

3. 大学・高専での研究活動で培った
民間分析会社や民間企業にはない分析サービス・分析機器利用，研究室の
先端測定技術を提供
→ 民間分析会社でできないことを大学・高専で（競争ではなく相補）

4. IT技術を活用して，分析能力・機器利用を更に高度化

依頼分析が中心．単なる機器の貸し出しではなく，コンサル機能付き．

⇨ 将来的に、関西における 「アカデミック分析ソリューションの基幹」
「機器利用による日常的な産官学連携の基幹」となることを目指す



研究支援
研究力の強化

人材の共同育成
学生教育

自立に向けた
利用件数増
収益増

の枠組構築
阪奈機器共用
ネットワーク

強みある機器・設備
高度支援人材の相互融通

統一窓口・共同対応
目利き振分け

阪奈機器共用ネットワークがもたらす好循環・相乗効果

民間企業や
他大学からも
利用受け入れ

単なる機器の共用
ではない

知の協奏・共創
産官学連携
を促進

阪奈NWを介した
ヒューマンネット

ワーク構築

地域の
研究開発力
を強化

地域の大学
民間企業

からの利用促進

スケール
メリットを活かした

スケール
メリットを活かした

講習会・セミナの
共同開催
相互開放

阪奈機器共用NWは
研究“加速”支援システム

スケール
メリットを活かした

スケール
メリットを活かした



奈良県産業振興
総合センター

地元企業から
の技術相談

大阪産業
技術研究所

近畿・中国
地区の

高専

関西圏の

私立大学

関西圏の

国公立大学

地域の基幹大学

大阪商工会議所
（関西の企業）

日本電子ハイエンドNMR
（東京都）による

リモート測定

（協力打診中）

東レリサーチセンター
・ブルカー

大阪市大ESRの
リモート測定実験

大阪大学

奈良高専

大阪市大

大阪科学技術センター

阪奈機器共用ネットワークを関西に広げ

関西大学
奈良先端科学技術
大学院大学

互いの強みを活かし合い

皆でWin-Winに！

阪奈地区の民間企業

Panasonic
など地場企業
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